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(1) 動機：日本では災害時に被災住民のニーズの把

握・整理や支援活動を希望する個人や団体の受け

入れ，両者のマッチング等を行い，円滑かつ効率

的なボランティア活動を推進するための組織として，

災害ボランティアセンター（災害 VC）が設置される

ようになった．近年では 2011 年に改正された災害

対策基本法により，地理空間情報の活用や災害情

報の共有が努力義務として規定され，GIS を活用し

た効果的な災害対応の実現が目標として掲げられ

ている．実際に平成 30 年 7 月豪雨被災地である

広島県三原市の災害 VC 運営現場では様々な地

図関連ニーズが寄せられた．本稿では，現場から

の地図関連ニーズを受け，筆者らが三原市災害

VC で行った GIS 活用型災害情報支援活動の一

部について報告する（詳細は関連論文を参照）．  
(2) 方法：三原市では 7 月 10 日に災害 VC が設置さ

れ，その 2 日後より筆者ら研究グループ（地図班）

は GIS 活用型災害情報支援活動を開始した（図 1）．

活動初期には地図関連ニーズの 1 つとして被害の

全体像および被災住民からのニーズ対応状況の

把握を行いたいという要望が寄せられた．そこで，

ニーズ票に記載されている住所をもとに支援先を

特定（図 1 の②，③）し，GIS 上でプロットするととも

に，属性情報として氏名，住所，ニーズ受付日，ボ

ランティア対応状況（完了，未完了，キャンセル），

依頼内容（土砂撤去，家具撤去，両方，その他）を

登録することで支援先の情報を GIS 上で管理した．

また，一日の作業終了時に提出される作業完了報

告書をもとにニーズ対応状況を更新する（図 1 の⑥）

と同時に進捗状況を Excel 表に出力することでニ

ーズ対応進捗表を作成した（図 1 の⑦）． 

(3) 結果：作成した地図の例として，8 月 13 日終了時点

の本郷町船木地区のニーズ対応状況図を図2に示

す．これらの地図とニーズ対応進捗管理表を日々，

更新・作成することにより，次の日以降の支援先の

選定に活用された．また，作成したニーズ対応状況

図を 1 日の活動終了後に紙地図として印刷し，災

害 VC に掲示することで，VC スタッフ間での状況認

識の統一を図れた．加えて，ニーズ対応進捗表も

印刷し，各班に配布することで，現在のニーズ対応

状況だけでなく，ニーズ受付日からの進捗状況も共

有することが可能となった．今回の GIS 活用型情報

支援活動では，複雑な解析は必要なく，GIS に関

する専門的な知識や技術がない人でも行うことので

きる内容（入力、表示、管理、出力等）であった．そ

のため，災害発生時に必要な GIS 作業やデータを

事前にある程度把握できれば，災害 VC 活動支援

のための GIS データベースの体系化も可能と考え

られる． 
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図 2：ニーズ対応状況図（本郷町船木地区） 図 1：GIS 活用型災害情報支援作業フロー 


